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1.B・ D地区完掘状況 (北西より)
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所 在 地

コ ー  ド 耳ヒ  糸車 東 経
調査期間

調査面積

ド
調査原因

市町村 遺跡番号

く めたかばたけ

久米高畑遺跡10次

みなみく め まち

南久米町胞 -1 3801 認
°
48′ 34″ 貶

°
48′ 3″

19890401～

1醐
1,■8 宅地開発

く めたか十雅け

久米高畑遺跡27次
き  し まち

来住町1晰 3801 翻
◇
48′ 27〃 硯

°
48′ 2″

1990CX3～

1蜘
1,罰 宅地開発

く めたか|れにけ

久米高畑遺跡鍋次
みなみく め まち

南久米町765-6 3801 鶴
°
48′ 勤

″
W° 48′ 6″

19970m7～

1卿 1
442 宅地開発

たかのこ まち

鷹子町遺跡 2次
たかのこ まち

鷹子町秘 -1・ 7 38201 絡
°
48′ 47″ W°娼

′
詢
″ 199711艶 ～

19980227
766 .C2 宅地開発

所収遺跡名 種 】」 主な時代 主 な 遺 溝 主 な 遺 物 特 記 事 項

久米高畑遺跡Ю次 集落
古墳

古代

方形周溝

区画溝 瓦・須恵器・土師器 仏像関連土製品

久米高畑遺跡27次 集落

弥生

古墳

古代

竪穴式住居址・溝・土坑

掘立柱建物址・溝・土坑

溝

弥生土器・石器

土師器・須恵器

土師器・須恵器

弥生前期の土坑を多数検出

正倉院区画溝のコーナー部分を検出

久米高畑遺跡35次 集落

縄文

弥生

古墳

古代

土坑

竪穴式住居・土坑

竪穴式住居l■・掘立柱建物址

溝・土坑

溝

縄文土器

弥生土器・石器

土師器・須恵器

土師器

縄文時代晩期～

古墳時代の集落

正倉院区画溝

鷹子町遺跡 2次 集落 中世 溝・土坑 石鍋 滑石製石鍋



松山市文化財調査報告書 第101集

来住・久米地区の遺跡V

平成16年 3月 31日

編 集

発 行

節

松 山 市 教 育 委 員 会
〒790-0003松 山市 三番 町 6丁 目 6-1

TEL(089)948-6605

財 団法 人  松 山市 生 涯 学 習 振 興 財 団

埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

〒791‐8032松 山市南斎院町乙 67番 地 6

TEL(089)923-6363

岡 田 印 刷 株 式 会 社
〒790-0012松 山市湊町 7丁 目 1-8

TEL(089)941-9111

E「  用J




